
 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【改正の背景】 
２０１６年１２月に新潟県糸魚川市で発生した大規模火災の教訓を踏まえて、小規模な飲食店 

等における初期消火と火災の拡大の防止を図るため、消火器の設置基準が見直されました。 

火を使用するすべての飲食店に 

消火器の設置が必要となりました 

２０１９年１０月 1日から 

飲食店等を経営される皆様へ 

【改正の概要】 
延べ面積１５０㎡未満の火を使用する設備又は器具を設けた飲食店等についても、消火器の 

設置が義務付けられました。 

※すでに消防法令で消火器の設置義務があり、設置されている場合は除きます。 

なお、火を使用する設備又は器具の設置がない場合や調理油過熱防止装置、自動消火装置など、 

防火上有効な措置が講じられたものである場合は、消火器の設置対象から除かれます。 

川越地区消防局からのお知らせ 

※裏面もご確認ください 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【防火上有効な措置とは】 
調理油加熱防止装置、自動消火装置又はその他の危険な状態の発生を防止および発生時 

における被害を軽減する安全機能を有する装置を設けるものをいいます。 

【消火器を設置した後は】 
設置した消火器は、消防法に基づき 6カ月ごとに点検し、1年に 1回その点検の内容を 

消防署に報告することが必要となります。 

★ 消火器の不適正販売や不適正点検にご注意ください ★ 
 

消防職員や消防団員が消火器の訪問販売をすることはありません。 消火器
の点検を依頼する場合は、見積書を確認し、点検の際には契約した業者かど
うか身分証の提示を求めましょう。 


